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話題の本棚

英
語
圏
カ
リ
ブ
海
思
想
を
一
望
で
き
る
画
期
的
な
入
門
書

　
「
今
で
も
覚
え
て
い
る
。
容
赦
の
な
い
太
陽
。
舗
装
が
中
途
半
端
な
道
を
歩

く
私
の
横
を
、
が
た
が
た
と
音
を
た
て
て
通
り
過
ぎ
る
中
古
の
日
本
車
。
そ
し

て
そ
こ
に
残
っ
た
土
埃
と
ガ
ソ
リ
ン
の
臭
い
、
レ
ゲ
エ
の
リ
ズ
ム
」
―
―
本
書

の
著
者
で
あ
る
中
村
達
は
、
大
学
院
時
代
を
過
ご
し
た
島
国
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
で

の
日
々
を
こ
の
よ
う
に
回
想
す
る
。

　

カ
リ
ブ
海
―
―
一
四
九
二
年
に
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
よ
っ
て
「
発
見
」
さ
れ
る
と
、

植
民
地
主
義
者
に
よ
る
虐
殺
と
西
洋
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
感
染
症
に
よ
り
先
住

民
族
が
絶
滅
し
た
。
西
洋
の
思
い
の
ま
ま
に
空
虚
な
土
地
に
さ
れ
た
こ
の
島
々

は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
植
民
地
に
な
り
、
奴
隷
や
年
季
奉
公
人
と
し
て
ア
フ
リ

カ
人
や
ア
ジ
ア
人
が
送
り
込
ま
れ
た
。
様
々
な
人
種
的
背
景
を
も
つ
人
々
は
、

互
い
に
文
化
を
衝
突
さ
せ
な
が
ら
共
存
し
て
き
た
。

　

英
語
圏
、
仏
語
圏
、
ス
ペ
イ
ン
語
圏
、
オ
ラ
ン
ダ
語
圏
、
植
民
地
支
配
に
よ

っ
て
複
数
の
言
語
圏
に
分
割
さ
れ
な
が
ら
も
、
島
々
は
同
じ
海
で
つ
な
が
り
、

ひ
と
つ
の
世
界
を
形
成
す
る
。
こ
う
し
て
カ
リ
ブ
海
の
人
々
は
、
自
ら
の
歴
史

と
経
験
の
持
つ
地
域
的
特
殊
性
の
な
か
で
独
自
の
思
想
を
醸
成
し
て
き
た
と
い

う
。
本
書
は
、
英
語
圏
カ
リ
ブ
海
文
学
を
専
門
と
す
る
著
者
が
、
こ
れ
ま
で
日

本
語
で
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
英
語
圏
カ
リ
ブ
海
思
想
を
体

系
的
に
ま
と
め
た
画
期
的
な
入
門
書
で
あ
る
。

　
「
な
ぜ
ハ
イ
デ
ガ
ー
や
ラ
カ
ン
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
？
」
―
―
指
導
教
員

か
ら
言
わ
れ
た
こ
の
言
葉
は
、
無
自
覚
の
う
ち
に
西
洋
の
哲
学
や
理
論
に
依
拠

し
て
い
た
著
者
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
カ
リ
ブ
海
の
思
想
家
た
ち
は
、
こ

の
世
の
普
遍
的
な
叡
智
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
思
想
や
哲
学
、
理
論
に
、

白
人
至
上
主
義
的
、
西
洋
中
心
主
義
的
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
き
た
。
民
族
と
言
語
が
一
致
す
る
者
を
西
洋
が
「
人
間
」
と
し
た
と
き
、
コ

ロ
ン
ブ
ス
の
「
発
見
」
以
来
、
カ
リ
ブ
海
は
自
ら
の
言
語
と
民
族
を
持
た
な
い

存
在
と
し
て
西
洋
に
よ
っ
て
他
者
化
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
著
者
は
『
桃
太
郎
』
の
話
に
例
え
る
。
こ
の
寓
話
に
お
い

て
人
間
た
る
桃
太
郎
の
正
義
が
一
方
的
に
ふ
る
わ
れ
、
非
人
間
的
存
在
と
し
て

扱
わ
れ
る
鬼
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
こ
と
は
何
も
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
カ
リ
ブ

海
の
思
想
家
は
筆
を
執
り
、
自
ら
の
言
葉
で
非
対
称
な
物
語
を
語
り
直
す
こ
と

で
、
西
洋
中
心
的
知
識
体
系
と
い
う
「
呪
い
を
解
く
」
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
カ
リ
ブ
海
世
界
の
思
想
を
紹
介
す
る
本
書
だ
が
、
諸
手
を
挙
げ
て

カ
リ
ブ
海
思
想
を
礼
賛
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
後
半
で
は
、
西
洋
に
よ
る
他
者

化
に
抗
っ
て
き
た
カ
リ
ブ
海
思
想
も
ま
た
、
女
性
や
非
異
性
愛
者
を
他
者
化
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
、
近
年
の
カ
リ
ビ
ア
ン
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
カ
リ
ビ

ア
ン
・
ク
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
潮
流
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
章
が
あ

る
こ
と
で
、
本
書
で
紹
介
さ
れ
る
思
想
の
重
層
性
が
増
す
。

　

カ
リ
ブ
海
思
想
は
、
う
ち
に
あ
る
西
洋
中
心
主
義
を
相
対
化
し
、
非
西
洋
と

い
う
周
縁
に
生
き
る
自
ら
を
全
力
で
肯
定
す
る
力
強
さ
が
あ
る
。
読
者
の
多
く

は
、
カ
リ
ブ
海
に
特
別
の
興
味
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
本
書
を
手

に
取
り
、
思
想
の
複
数
性
と
い
う
大
海
に
繰
り
出
し
て
ほ
し
い
。（�

た
い
や
き 

）

�

（
三
四
四
頁　

税
込
二
五
三
〇
円　

12
月
刊
）

私
が
諸
島
で
あ
る

カ
リ
ブ
海
思
想
入
門中村

達
著

書
肆
侃
々
房
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話題の本棚

検
閲
は
い
か
に
し
て
作
用
す
る
か
―
―
書
物
に
か
け
ら
れ
る
圧
力
の
諸
相

　

検
閲
と
は
何
か
？

　

本
書
は
こ
の
問
い
を
論
じ
る
に
当
た
っ
て
、
ブ
ル
ボ
ン
朝
フ
ラ
ン
ス
、
植
民

地
支
配
下
の
イ
ン
ド
、
そ
し
て
冷
戦
時
代
の
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
検
閲
の
事
例

を
取
り
上
げ
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
具
体
的
な
事
例
か
ら
考
え
る
の
か
と
い
え

ば
、
次
に
見
る
よ
う
に
、
検
閲
と
は
普
遍
的
な
よ
う
で
い
て
、
そ
の
実
態
は
容

易
く
一
般
化
し
て
抽
出
で
き
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
だ
。

　
検
閲
の
さ
ま
ざ
ま
な
様
態

　

第
一
部
「
ブ
ル
ボ
ン
朝
フ
ラ
ン
ス
」
で
は
、
検
閲
官
が
現
代
で
い
う
査
読
者

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
検
閲
の
イ
メ
ー
ジ
は
い

き
な
り
裏
切
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
国
家
に
と
っ
て
望
ま
し
い
書
物
の
み
を
認
め

る
と
い
う
点
で
、
こ
れ
も
ま
た
ひ
と
つ
の
検
閲
な
の
だ
。
そ
ん
な
統
制
の
眼
を

す
り
抜
け
て
、
書
物
は
と
き
に
非
公
式
な
ル
ー
ト
で
も
流
通
す
る
が
、
本
書
で

は
地
下
出
版
を
取
り
締
ま
る
警
察
の
活
動
も
検
閲
の
一
種
に
加
え
ら
れ
る
。

　

続
く
第
二
部
「
英
領
イ
ン
ド
」
で
は
、
検
閲
は
裁
判
の
姿
を
取
る
。
あ
る
作

品
が
反
体
制
的
か
ど
う
か
を
争
う
こ
の
検
閲
の
場
に
お
い
て
、
議
論
の
様
相
が

テ
ク
ス
ト
分
析
の
そ
れ
に
漸
近
す
る
の
は
皮
肉
な
事
態
だ
。
ダ
ー
ン
ト
ン
は
こ

の
裁
判
を
、
自
由
主
義
的
な
帝
国
主
義
、
と
い
う
大
英
帝
国
の
矛
盾
し
た
植
民

地
支
配
か
ら
目
を
背
け
る
た
め
の
儀
式
と
し
て
論
じ
る
。
検
閲
は
時
代
ご
と
、

国
家
ご
と
に
独
特
の
形
態
を
取
る
の
だ
。

　
検
閲
と
い
う
シ
ス
テ
ム
／
シ
ス
テ
ム
の
な
か
の
検
閲

　

こ
の
よ
う
に
、
本
書
で
ダ
ー
ン
ト
ン
が
描
き
出
す
検
閲
の
姿
は
実
に
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
。
検
閲
が
な
ぜ
こ
う
も
多
様
に
な
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
も
そ
も
書

物
と
い
う
も
の
が
、
作
者
／
読
者
の
一
対
一
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら

だ
ろ
う
。
書
か
れ
た
文
章
が
出
版
さ
れ
る
ま
で
、
そ
し
て
出
版
さ
れ
た
文
章
が

読
ま
れ
る
ま
で
の
あ
い
だ
に
は
数
多
の
読
み
手
／
書
き
手
が
関
わ
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
は
こ
の
過
程
が
も
っ
と
大
き
な
書
物
の
流
通
と
影
響
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
な
か
に
埋
め
こ
ま
れ
て
い
る
。
検
閲
の
圧
力
は
だ
か
ら
、
権
力
者
の
鶴
の
一

声
で
全
体
へ
と
か
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
検
閲
官
を
も
含
ん
だ
読
み
書
き
の

生
態
系
の
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
に
―
―
と
き
と
し
て
作
者
の
自
主
的
な
検
閲
と

い
う
か
た
ち
を
も
取
り
な
が
ら
―
―
作
用
す
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
部
「
共
産
主
義
東
ド
イ
ツ
」
で
は
、
こ
の
複
雑
さ
が
と
り
わ
け
わ
か
り

や
す
い
。
作
者
や
編
集
者
、
読
者
、
そ
し
て
検
閲
官
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
惑

が
絡
み
合
い
な
が
ら
、
文
学
は
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
。
あ
る
作
家
は
書
き
残
し
て

い
る
―
―
「
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
ひ
と
り
で
に
機
能
す
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
検

閲
を
す
る
」。
一
度
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
抑
圧
に
抗

う
こ
と
は
難
し
い
。

　

現
代
日
本
に
は
、
東
ド
イ
ツ
の
よ
う
な
検
閲
機
関
は
存
在
し
な
い
。
け
れ
ど

も
書
物
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
通
じ
て
ま
す
ま
す
広
が
り
、
複
雑
さ
を

増
し
て
い
る
。
検
閲
の
圧
力
は
そ
の
な
か
に
紛
れ
込
ん
で
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
し
存
在
す
る
な
ら
、
ど
ん
な
姿
を
取
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

検
閲
の
イ
メ
ー
ジ
、
ひ
い
て
は
読
書
観
が
刷
新
さ
れ
る
一
冊
。�

（�

水
炊
き 

）

�

（
三
六
八
頁　

税
込
五
五
〇
〇
円　

3
月
刊
）

検
閲
官
の
お
仕
事

ロ
バ
ー
ト
・
ダ
ー
ン
ト
ン
著

上
村
敏
郎
／
八
谷
舞
／ 

伊
豆
田
俊
輔
訳

み
す
ず
書
房
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　この本に出会ってなかっ
たらきっと今の自分はいな
かった。研究なんていう不
安定でハイリスクな道を選
んではいなかった。今にな
ってそう思う。人生をかけ
て研究をすることの覚悟を、
決して忘れてはいけない信念を、それでも研
究をする意味を、私に教えてくれた本がある。
　本書のテーマは沖縄。本土から周辺化され、
構造的な貧困を強いられてきた歴史を持つこ
の南洋の島々を、私たちは「楽園」かのよう
に描き、消費する。打越はその影の部分――
沖縄の若者たちが直面する貧困、日常的な暴
力、故郷との複雑な距離――に光を当てる。
　打越の調査は彼以外に真似できるような代
物ではない。沖縄のヤンキーが経験する世界
を知るために、実際に沖縄に居を移して彼ら
と共に生活をする、その歳月はなんと 10 年
以上。年下のヤンキーたちの生活にパシリと
して入り込み（時に叱られ）、建築の解体業
者として汗を流し働き（時にどやされ）、キ
ャバクラでは下っ端として酒を用意し（時に
イジられ）、沖縄の「共同性」の過酷な一面
を掘り下げていく。人が生きているのだとい
う、極めて単純だけれど悲しいほどに伝わら
ないその事実を、打越の分厚い調査は圧倒的
なリアリティとともに描き出すのだ。
　調査とは社会を知るための重要な手段であ
るが、現場にとっては常に暴力である。それ
でもなお、と思いながら社会学者はフィール
ドに赴いて、語りに耳を澄ます――文字に残
さなければ歴史の藻屑となる人の生があり、
それを理解するための想像力はこの世界にと
って大切なものだから。いつか私が研究に打
ちひしがれ諦めそうになったとき、立ち返る
原点はきっとこの本なのだと思う。�（�浅煎り ）
� （304 頁　税込 1980 円）

ヤンキーと地元
解体屋、風俗経営者、ヤミ業者になった沖縄の若者たち

打越正行著　筑摩書房

　「博論本」――それは博士論文をもとに
した本のことである。博論本にはパワーが
ある。将来に不安が残るなか、さまざまな
重圧のもと、おのれの実存を懸けて書き上
げられた本、それが博論本である。そこに
は著者の「すべて」がある。パワーが出な
いわけがない。「あとがき」を読んでみる
といい。とにかくそれは「熱い」のだ。し
かしその熱さが、本への敬意を呼び起こす。
自分はなぜこの研究を始めたのか、研究を
進めるなかでいかなる人と出会い、いかな
る教えを受けたのか、そしてそこにはいか
なる苦労があったのか――。その人生譚を
読むのが、私は好きだ。つまり私は、博論
本が好きだ。� （�ぱや ）

特集

博論本
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　アパルトヘイトを撤廃し
民主化した南アフリカで、
新自由主義が都市を再編し、
経済格差により人々が都市
空間や公共サービスから排
除される「ネオアパルトヘ
イト」が生じている。本書
は、南ア最大の都市ヨハネスブルグにおける
都市再開発を詳細に描く重厚な都市誌である。
　大使館勤務を機に 10 年間南アで生活した
著者は、人種差別や経済格差、治安の悪さと
いった社会問題に直面し、一住民として「悪
いことをしているわけではないのに後ろめた
い感情」を抱いた。そして南アの社会問題を
読み解く指針を、著者は人文地理学の地理的
不均衡発展の議論やフーコーの生権力論、ヤ
ングの構造的不正義の概念に見出す。
　本書が対象とするのはヨハネスブルグ中心
部に位置するマボネン地区である。民間企業
による再開発でクリエイターやアーティスト
が集まる一方、周辺国からの移民が多く裕福
でない周辺住民は、地区から排除されている。
開発側は批判を受け入れ貧困層の包摂を試み
るが、それでも周辺住民はマボネンでの生活
に手が届かない。それぞれが良い社会を目指
してもなお不正義が再生産されるという、南
アフリカ社会、そして新自由主義的統治性の
持つ問題が、綿密な現地調査に基づいた記述
から浮かび上がる。このような構造的不正義
によるネオアパルトヘイトを解消するために
は、「中心」に根本的な改革が必要であり、
「救済の必要な他者」だけでなく、すべての
市民に責任があると著者は強く主張する。
　地に根差した人びとの視点から問題を立ち
上げる本書は、アフリカ都市研究という専門
領域を越えて、人文地理学、そして地域研究
の先鋭な実践例を提示している。（�たいやき ）�
� （452 頁　税込 7480 円）

　宗教、政治、地理、社会
……様々な要素が入り混じ
るヒマーラヤ東部・タワン。
紛争や開発、近代化などに
よって生じる社会状況の変
化に対応しながら行う医療
実践の諸相を描く。本書は、
チベット伝統医療をはじめとする医療実践の
日常的現場における人々のネットワークにつ
いての民俗誌である。
　調査地はインド北東部、中国（チベット自
治区）と国境を接しているアルナ―チャル・
プラデーシュ州。多くのチベット難民の窓口
となるとともに、中国軍とインド軍が度々国
境争いのために衝突する場所でもある。ここ
での 26 ヶ月間にわたるチベット語、ヒンデ
ィー語、そしてタワン・モンパ語を駆使した
調査の結果である。
　明記はされていないものの、所々で研究者
としての様々な苦悩が垣間見える。本調査は、
言語や宗教、そして文化が入り乱れる国境で
行われているため、医療一つとっても様々な
実践が重なり合っている状態にある。これは
近代医療と伝統医療が併存している上で、生
活習慣病、精霊などに起因する病、そして環
境やモノによって引き起こされる病では、そ
れぞれ治療者や治療方法が異なることなどか
らも明らかである。そのため、「伝統／近代」
や「自然／文化」など、既存の先行研究で用
いられている単純な二項対立の構造に当ては
めることのできない、包括的な枠組みの中で
の身体実践を分析している。これらのような
予想のしにくい変化や現地の状況に対応する
ためにも、筆者は自身の能力の向上や視点の
転換などを図って乗り越えたのである。困難
に直面した際の対応は人生においても重要な
観点であるように感じた。� （�プラチ ）
� （416 頁　税込 4400 円）

ネオアパルトヘイト都市の空間統治
南アフリカの民間都市再開発と移民社会

宮内洋平著　明石書店

病いと薬のコスモロジー
長岡慶著
春風社
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　博論本の醍醐味はあとが
きにあるが、本書のあとが
きにはこう書いてある――
「本書は、10 年以上にわた
る僕のクンデラ研究の集大
成である」。ひどく簡潔な
一文。しかしこの一文を書
くに至るまでの十数年の苦節を想うと、心に
ずしっとのしかかるものがある。あとがきに
は、本書の執筆経緯に関する次のような一節
もある。「（苦しい苦しい）修士論文の執筆中
に運命という主題をつかまえたとき、僕は
『やった！』と思った。『これでイケる！』と」。
　そう、本書は作家ミラン・クンデラのフィ
クション作品を読み解くことで、クンデラの
文学世界における「運命」の多面的な様相と
その本質を捉えようとした一冊である。『冗
談』を皮切りに、『生は彼方に』『ジャックと
その主人』『笑いと忘却の書』『存在の耐えら
れない軽さ』『不滅』『無意味の祝祭』の計七
作品が各章で論じられる。ここまで多くの作
品が登場すると議論にまとまりがなくなって
しまいそうだが、そこはさすが博論本。本書
の頁と頁のあいだには「運命」という一本の
糸が通っているため、私たちはその糸を手繰
りながら着実に読み進めることができる。
　読後私が感じたのは、本書は「運命を軸と
したクンデラ論」であると同時に「クンデラ
を軸とした運命論」でもあるということ。そ
れゆえクンデラに興味がある人はもちろん、
運命に興味がある人も、本書から得られるも
のが多くあるはずだ。そして思うに、人生に
は「運命の出会い」がある以上、運命とは誰
しもが関わり、興味を持つものではないだろ
うか。たまたまこの世界に生まれ、たまたま
誰かと出会う私たちは、運命に翻弄されつつ、
その運命を生きてゆくのである。� （�ぱや ）
� （388 頁　税込 3960 円）

　私たちは時に、歴史や物
語の中の死に様を美しいと
感じる。例えば愛するもの
のために死ぬこと、信念の
ために死ぬこと。しかしそ
れは私たちにとってあまり
に遠いところにある。
　本書はギリシア悲劇における「カロス・タ
ナトス」（カロス≒美しい、タナトス＝死）
について、ホメロスまで遡ってこの概念が指
し示しているものを明らかにしようと試みる。
これが一筋縄では行かないのは、「カロス」
が持つ意味の幅広さにある。この語は様々な
優れた性質を表現するために使われることも
あれば、適切である、といった程度の意味で
用いられることもある。そこで著者は前半部
で「カロス」が死と結び付けられている事例
を前五世紀までの著作の中から全て取り上げ、
仔細に調べる。前半部で明らかになったこと
を基にして、後半部では五つの悲劇作品にお
いて「カロス・タナトス」概念の果たす役割
が具体的に考察される。
　悲劇作品において、「カロス・タナトス」
はたびたび言及されるが、登場人物たちによ
って志向されたこの「美しい死」が戦死以外
の方法で成し遂げられることはない。例えば、
悲劇『アンティゴネ』においてヒロインは
「美しい死」を目指すものの、王によって生
きながら地下に幽閉され、望みの叶わぬまま
自殺した。著者は言う、「彼らはそれが容易
に到達できるものとは考えていなかった。し
かしこの言葉には、それを究めることへの彼
らの憧れが凝縮されているのである」。現代
よりも死が身近にあった時代に悲劇の中で表
現された、カロスに死ぬことへの憧れは、観
衆にとって自分自身の人生と深くかかわるも
のだったに違いない。� （�荒砥 ）
� （384 頁　税込 5940 円）

たまたま、この世界に生まれて
ミラン・クンデラと運命
須藤輝彦著　晶文社

ギリシア悲劇と「美しい死」
吉武純夫著

名古屋大学出版会
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　3 月号新入生特集で紹介
した同著者による『会話を
哲学する』は手に取ってい
ただけただろうか。同書は、
小説やコミックの一場面を
用いて、人が会話するその
ときに一体何が起こってい
るのかを丁寧に分析していく一冊であった。
抽象的な理論を日常的な例に当てはめ、皆に
とって身近な「会話」という営みに新たな視
座を与える。そんな著者の「会話の哲学」の
土台となる博論本をここに紹介したい。
　コミュニケーションを「話し手が何かを意
味し、聞き手がそれを理解することで成立す
る営み」と捉えるとき、話し手が意味するこ
ととはなんだろう。グライス（1957）に始ま
るこの議論は現在進行形で取り組まれている
が、「話し手の意図」にその意味の基盤を求
める最初期の理論が現時点でも標準アプロー
チとして君臨している。そうした中で著者は、
その意味基盤として「話し手と聞き手が作り
上げる共同体」を新たに提案する。これは、
話し手の意味の二つの本質――心理性と公共
性のうち、「話し手は自分が意味したことを引
き受けなければならない」とする公共性を立
脚点とし、話し手と聞き手が共同で話し手の
意味を形成していくとするアプローチである。
　理論研究の面白さの一つは、皆が何となく
感じていたことを改めてことばで規定してみ
せることだろう。すると、掲げた理論を起点
に議論が進み、新たな知が開ける。本書でも
指摘されているが、このような「直観的にも
っともらしく」感じられる理論は魅力的だ。
だからこそ、広く受け入れられた理論を棄却
するのは難しい。況や新たな理論の提案をや。
だが、本書はそれをやってみせた。一文一文、
緻密に思考を、論を重ねることで。（�ひるね ）
� （304 頁　税込 5280 円）

　「時間」ほど身近で奇妙
なものはないだろう。私達
は過去や未来に思いを馳せ、
変化や時の流れを感じるが、
眼の前には常に「現在」し
かない。過去や未来はある
のか？　あるとすれば、私
達にとってなぜ現在だけが特別なのか？　変
化とはなんだろうか？　本書は分析哲学の手
法を用いて、こうした問いと格闘する。
　本書が支持するのは、現在主義――「現在
存在するものと，そのかつてのあり方，今の
あり方，そしてこれからのあり方が実在のす
べてだというテーゼ」だ。存在論において過
去や未来の実在を認めないこの立場は、「変
化」についての直観や、「現在」の特権性を
うまく表現できる点に魅力がある。しかし、
当然のことながら弱点も様々にあり、論敵か
らは鋭い批判が提出されている。
　それらに対する泥臭い応答が本書の博論本
らしい面白みだろう。論敵をズバズバと斬る
のではなく、堅実な議論によって「引き分け」
であることを示していくのである。例えば、
現在主義と相対性理論は両立不可能ではない
か、という批判への応答では、科学理論と形
而上学の厳密な役割関係にまで議論が及び、
なぜ両立不可能とまでは言えない

0 0 0 0 0 0 0 0

のかを示す。
　ある理論や批判は、どこまで有効でどこか
ら効力を失うのか。その射程を精緻に見極め
る議論は、一般向け哲学書では省略されたり
曖昧にされたりしがちだ。その点、本書は丹
念に議論が展開されており、哲学の厳密性に
懐疑的な読者をも唸らせる一冊だと言える。
　本書、ひいてはあらゆる博論本の、熱い探
求心と徹底して冷静な論述は、私達読者にこ
う訴えかける――学問はここで、確かに発展
し続けている、と。� （�朝露 ）
� （207 頁　税込 4950 円）

話し手の意味の心理性と 
公共性

三木那由他著　勁草書房

時間にとって十全なこの世界
現在主義の哲学とその可能性

佐金武著　勁草書房
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ

恩
田
陸
著

筑
摩
書
房

　

彼
は
美
し
い
。
萬

よ
ろ
ず

春は
る

は
バ
レ
エ
の
ダ
ン
サ
ー

で
、
そ
し
て
振
付
家
だ
。

　

こ
の
物
語
は
彼
の
カ

タ
チ
を
四
つ
の
視
点
か
ら
描
く
。
同
年
代
の
バ
レ
エ

ダ
ン
サ
ー
・
深
津
が
語
る
一
章
「
跳
ね
る
」。
バ
レ

エ
学
校
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
二
人
は
互
い
を
発
見

す
る
。
将
来
、
振
付
家
と
し
て
次
々
と
作
品
を
生
み

出
す
彼
が
初
め
て
振
り
付
け
た
相
手
は
深
津
だ
っ
た
。

同
じ
時
代
に
、
同
じ
空
間
に
居
合
わ
せ
た
二
人
は
、

ま
る
で
ス
プ
リ
ン
グ
ボ
ー
ド
の
よ
う
に
、
接
触
し
飛

躍
す
る
。
二
章
「
芽
吹
く
」
は
、
春
が
バ
レ
エ
と
い

う
言
葉
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
頃
か
ら
彼
を
見
守
る
叔

父
の
稔
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
。
彼
は
、
バ
レ
エ
を
知

り
そ
の
才
が
花
開
く
前
か
ら
、
萬
春
で
あ
っ
た
の
だ
。

い
つ
か
芽
を
出
す
そ
の
瞬
間
を
期
待
せ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
、
彼
は
小
さ
な
頃
か
ら
魅
力
あ
ふ
れ
る
人
だ

っ
た
。
三
章
「
湧
き
出
す
」
は
、
幼
少
か
ら
縁
の
あ

る
七
瀬
が
語
る
。
彼
女
は
作
曲
家
に
な
っ
て
い
た
。

七
瀬
は
音
楽
を
、
春
は
踊
り
を
、
彼
ら
が
創
り
出
す

川
の
あ
る
街

江
國
香
織
著

朝
日
新
聞
出
版

　

本
書
を
構
成
す
る
三

つ
の
中
編
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
「
川
の
あ
る
街
」

を
舞
台
と
し
、
そ
こ
に

暮
ら
す
も
の
た
ち
を
描
く
。
両
親
が
離
婚
し
、
母
親

の
実
家
近
く
で
暮
ら
し
始
め
た
少
女
。
結
婚
や
出
産

を
控
え
た
女
性
た
ち
、
社
会
生
活
を
営
む
カ
ラ
ス
た

ち
。
伴
侶
に
先
立
た
れ
、
認
知
症
を
患
っ
た
老
女
。

歳
も
生
活
も
様
々
だ
が
、
切
り
取
ら
れ
る
の
は
い
ず

れ
も
、
人
生
の
最
も
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
瞬
間
で
は
な

0

0

0

い0

。
綴
ら
れ
る
の
は
、
わ
り
あ
い
日
常
的
な
出
来
事

だ
。
し
か
し
そ
の
短
い
時
間
の
中
に
は
、
彼
女
ら
が

歩
ん
で
き
た
足
跡
と
、
こ
れ
か
ら
歩
む
道
の
気
配
が
、

た
っ
ぷ
り
と
詰
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　

本
作
に
は
括
弧
書
き
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
例
え
ば
、「
ど
れ
も
青
々
し
た
葉
（
ひ
と
つ
は
白

と
緑
の
ま
だ
ら
模
様
だ
け
れ
ど
）
が
茂
っ
て
い
る
。」

の
よ
う
に
、
思
考
回
路
や
語
り
の
寄
り
道
を
表
す
。

ま
た
別
の
箇
所
で
は
、「
…
…
マ
ン
シ
ョ
ン
に
帰
る

と
望
子
は
声
に
出
し
て
言
い
（
家
の
な
か
に
誰
も
い

な
い
と
わ
か
っ
て
い
る
と
き
、
望
子
は
よ
く
こ
ん
な

ふ
う
に
ひ
と
り
ご
と
を
言
う
）、
…
…
」
の
よ
う
に
、

そ
の
世
界
で
の
前
提
、
す
な
わ
ち
積
み
重
な
っ
た
人

生
の
厚
み
を
表
し
も
す
る
の
だ
。

　

読
み
始
め
た
時
の
私
に
は
、
こ
の
括
弧
書
き
が
馴

染
ま
な
か
っ
た
。
な
か
な
か
の
頻
度
で
登
場
す
る
た

め
、
設
定
資
料
を
読
ん
で
い
る
よ
う
な
印
象
で
さ
え

あ
っ
た
。
し
か
し
読
み
進
め
る
に
つ
れ
、
私
は
そ
こ

に
登
場
人
物
の
生
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

著
者
は
過
去
作
で
、
言
葉
に
し
た
瞬
間
に
言
い
た

か
っ
た
こ
と
と
は
違
う
何
か
に
な
っ
て
し
ま
う
思
い

出
の
あ
り
よ
う
を
綴
っ
た
。
本
作
は
、
そ
ん
な
言
葉

の
咎
を
し
つ
こ
い
ほ
ど
に
解
消
し
、
人
の
暮
ら
し
を

丹
念
に
描
い
た
作
品
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。（�

朝
露 

）

�

（
二
三
二
頁　

税
込
一
八
七
〇
円　

2
月
刊
）

そ
れ
は
、
互
い
の
芸
術
の
源
泉
と
な
る
。
そ
し
て
四

章
「
春
に
な
る
」
は
、
彼
自
身
の
言
葉
で
描
か
れ
る
。

他
者
が
語
る
彼
は
特
別
で
、
存
在
自
体
が
芸
術
作
品

の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
彼
は
孤
高
の
天
才

で
も
な
け
れ
ば
、
超
人
で
も
な
い
。
彼
の
人
間
性
を

知
る
こ
の
章
で
読
者
は
さ
ら
に
彼
を
好
き
に
な
る
。

　
「
語
彙
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
よ
り
繊
細
に
、

よ
り
複
雑
な
物
語
を
語
れ
る
」
と
は
、
春
の
言
葉
で

あ
る
と
同
時
に
作
者
・
恩
田
陸
の
言
葉
に
思
え
る
。

こ
の
物
語
の
構
想
か
ら
一
〇
年
、
積
み
重
ね
ら
れ
た

も
の
は
想
像
も
つ
か
な
い
。
観
客
で
あ
る
私
た
ち
は

た
だ
そ
の
美
し
さ
に
戦
慄
す
る
の
だ
。�

（�

ひ
る
ね 

）

�

（
四
四
八
頁　

税
込
一
九
八
〇
円　

3
月
刊
）
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す
べ
て
の
見
え
な
い
光

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ド
ー
ア
著

藤
井
光
訳

ハ
ヤ
カ
ワ
ｅ
ｐ
ｉ
文
庫

　

第
二
次
世
界
大
戦
下

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。
パ
リ

で
暮
ら
し
て
い
た
盲
目

の
少
女
マ
リ
ー
＝ロ
ー

ル
は
戦
火
を
逃
れ
、
海
辺
の
街
サ
ン
・
マ
ロ
に
辿
り

着
く
。
博
識
な
大
叔
父
の
家
で
彼
女
は
し
ば
し
の
安

息
を
得
る
も
、
一
緒
に
逃
げ
て
き
た
は
ず
の
父
が
あ

る
日
、
姿
を
消
す
。
一
方
、
ド
イ
ツ
の
炭
鉱
町
で
育

っ
た
孤
児
の
少
年
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
工
学
の
才
能
を
買

わ
れ
、
進
学
を
認
め
ら
れ
る
。
や
が
て
第
三
帝
国
の

技
術
兵
と
な
っ
た
彼
は
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
通
信
を

追
い
か
け
る
う
ち
、
占
領
下
の
サ
ン
・
マ
ロ
へ
…
…
。

　

時
代
に
翻
弄
さ
れ
る
ふ
た
り
の
運
命
が
交
差
す
る
、

そ
の
奇
跡
的
な
一
瞬
を
め
ざ
し
て
、
小
説
は
離
れ
た

時
間
と
場
所
を
―
―
現
在
と
過
去
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ

ン
ス
―
―
振
り
子
の
よ
う
に
往
還
し
て
ゆ
く
。
そ
う

し
て
立
ち
上
が
っ
て
く
る
物
語
は
、
ま
る
で
世
界
全

体
を
ひ
と
つ
の
箱
庭
と
し
て
模か

た
ど
る
か
の
よ
う
だ
。
細

部
ま
で
磨
き
抜
か
れ
た
精
巧
な
ジ
オ
ラ
マ
の
よ
う
に
。

　

作
中
、
マ
リ
ー
＝ロ
ー
ル
の
父
親
は
目
の
見
え
な

い
娘
が
道
に
迷
わ
な
い
よ
う
、
地
図
代
わ
り
と
し
て

サ
ン
・
マ
ロ
の
街
を
丸
ご
と
再
現
し
た
模
型
を
贈
る
。

模
型
の
街
は
人
工
的
で
、
リ
ア
ル
な
世
界
の
質
感
か

ら
は
ほ
ど
遠
い
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
父
の
思
い
の
結

晶
で
あ
り
、
い
い
か
げ
ん
に
作
ら
れ
た
も
の
は
ひ
と

つ
も
な
く
、
少
女
を
、
ひ
い
て
は
物
語
を
も
導
い
て

ゆ
く
。
そ
し
て
本
書
も
ま
た
、
困
難
な
時
代
を
生
き

る
人
び
と
に
、
迷
わ
な
い
よ
う
手
を
差
し
伸
べ
る
よ

う
な
、
巨
大
な
地
図
に
し
て
世
界
の
模
型
な
の
だ
。

　

本
書
は
題
材
的
に
も
物
理
的
に
も
重
厚
で
は
あ
る

も
の
の
、
そ
れ
以
前
に
瑞
々
し
い
冒
険
小
説
で
あ
り
、

ジ
ュ
ヴ
ナ
イ
ル
で
あ
る
。
子
供
が
好
奇
心
か
ら
ジ
オ

ラ
マ
を
覗
き
こ
む
よ
う
な
気
持
ち
で
、
ペ
ー
ジ
を
開

い
て
み
て
ほ
し
い
。�

（�

水
炊
き 

）

�

（
七
二
〇
頁　

税
込
一
六
二
八
円　
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月
刊
）

　
「
シ
ャ
ッ
ク
シ
ャ
ト
ゥ

ル
・
イ
ク
・
ア
プ
ラ
・

シ
ャ
タ
シ
ュ
」
―
―

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を

思
わ
せ
る
島
の
炭
鉱
町
キ
ャ
リ
ッ
ク
。〈
水
文
学
者
〉

を
自
称
す
る
カ
ー
ク
の
滞
在
を
機
に
、
町
で
始
ま
っ

た
奇
怪
な
事
件
の
連
鎖
。
記
念
像
の
破
壊
、
墓
地
荒

ら
し
、
動
物
の
大
量
死
…
…
。
最
後
の
犠
牲
者
と
な

っ
た
の
は
〈
言
語
に
ま
つ
わ
る
奇
病
〉
に
襲
わ
れ
た

町
の
住
人
た
ち
だ
っ
た
。
大
人
も
子
供
も
み
な
死
ん

で
い
く
。
意
味
不
明
な
言
葉
を
発
し
な
が
ら
。

　

奇
病
の
原
因
は
何
か
？　

犯
人
は
？　

動
機
は
？　

カ
ー
ク
は
な
ぜ
キ
ャ
リ
ッ
ク
に
や
っ
て
き
た
の
か
？　

事
件
の
調
査
を
依
頼
さ
れ
た
見
習
い
記
者
マ
ッ
ク
ス

ウ
ェ
ル
は
死
の
間
際
に
い
る
住
人
た
ち
の
証
言
を
集

め
る
。
彼
ら
の
証
言
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
、
か

つ
て
の
陰
惨
な
事
件
と
町
の
暗
い
歴
史
。
そ
し
て
過

去
と
現
在
の
つ
な
が
り
。
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
は
そ
こ

か
ら
一
つ
の
〈
真
実
〉
を
導
き
出
す
が
…
…

　

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
文
学
の
巨
匠
ら
し
く
、
本
作
で
も

マ
コ
ー
マ
ッ
ク
は
読
者
を
惑
わ
す
こ
と
に
余
念
が
な

い
。
な
め
ら
か
な
因
果
関
係
を
突
然
断
ち
切
っ
た
り
、

は
た
ま
た
、
物
語
に
関
係
の
な
い
よ
う
な
長
話
を
い

き
な
り
挿
入
し
て
み
た
り
。
も
は
や
作
品
全
体
が
彼

の
遊
び
場
だ
。
そ
れ
で
も
読
者
は
、
次
々
と
掘
り
起

こ
さ
れ
る
〈
事
実
〉
と
〈
嘘
〉
を
必
死
に
追
い
か
け
、

時
に
振
り
返
る
。
た
っ
た
一
つ
の
目
的
、〈
真
実
〉

を
知
る
と
い
う
こ
と
の
た
め
に
。

　

き
っ
と
必
死
な
私
た
ち
を
見
て
、
キ
ャ
リ
ッ
ク
の

住
人
は
笑
い
、
言
う
だ
ろ
う
。
彼
ら
全
員
が
マ
ッ
ク

ス
ウ
ェ
ル
に
放
っ
た
の
と
同
じ
言
葉
を
―
―
「
真
実

を
語
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
あ
な
た
が
あ
ま
り
よ

く
知
ら
な
い
と
き
だ
け
よ
」。

　

不
気
味
さ
に
あ
な
た
は
耐
え
ら
れ
る
？（�

は
ら
ん 

）

�

（
三
一
八
頁　

税
込
一
四
三
〇
円　
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月
刊
）

ミ
ス
テ
リ
ウ
ム

エ
リ
ッ
ク
・
マ
コ
ー
マ
ッ
ク
著

増
田
ま
も
る
訳

創
元
ラ
イ
ブ
ラ
リ
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暗
い
青
春

坂
口
安
吾
著

角
川
文
庫

　

諸
君
は
、
坂
口
安
吾

の
出
世
作
「
風
博
士
」

を
御
存
知
で
あ
ろ
う

か
？　

お
よ
そ
近
代
文

学
の
伝
統
に
そ
ぐ
わ
な
い
荒
唐
無
稽
な
こ
の
笑フ

ァ
ル
ス劇
が

文
壇
に
認
め
ら
れ
、
一
躍
新
進
気
鋭
の
作
家
と
な
っ

た
と
き
、
安
吾
は
二
五
歳
、
ア
テ
ネ
・
フ
ラ
ン
セ
の

友
人
た
ち
と
「
暗
い
青
春
」
の
只
中
に
い
た
。
ま
さ

に
こ
の
日
々
を
綴
っ
た
表
題
作
を
筆
頭
に
、
本
書
に

は
主
に
二
〇
歳
か
ら
三
〇
歳
を
回
想
し
た
自
伝
的
作

品
が
年
代
記
の
よ
う
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

安
吾
の
人
生
は
、
そ
の
小
説
に
負
け
ず
劣
ら
ず
奇

想
天
外
だ
。
幼
稚
園
か
ら
サ
ボ
り
を
覚
え
て
い
た
と

い
う
彼
は
、
中
学
で
は
海
岸
に
寝
転
ん
で
過
ご
す
問

題
児
だ
っ
た
。
そ
の
反
面
、
求
道
に
憧
れ
て
代
用
教

員
を
辞
し
、
印
度
哲
学
科
入
学
後
は
一
日
四
時
間
睡

眠
で
悟
り
を
目
指
す
ス
ト
イ
ッ
ク
さ
。
し
か
し
一
年

半
で
神
経
衰
弱
に
な
り
、
挫
折
す
る
。
治
療
の
た
め

に
梵
語
、
パ
ー
リ
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

ラ
テ
ン
語
を
独
学
で
勉
強
し
た
が
、
完
治
と
引
き
換

え
に
習
っ
た
言
葉
は
み
ん
な
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
ア

テ
ネ
・
フ
ラ
ン
セ
時
代
に
は
一
転
、
落
伍
者
に
憧
れ

な
つ
か
し
い
本
の
話

江
藤
淳
著

ち
く
ま
文
庫

　

突
然
だ
が
、
僕
は
こ

の
ま
え
江
藤
淳
に
会
っ

た
！
―
―
と
い
う
と
、

変
な
顔
を
さ
れ
る
だ
ろ

う
か
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
一
九
九
九
年
に
亡
く
な
っ
て

い
る
し
、
そ
れ
は
僕
が
一
才
の
頃
の
こ
と
だ
か
ら
。

　

本
書
は
、
彼
が
幼
少
期
か
ら
批
評
家
と
し
て
立
つ

ま
で
の
期
間
を
、
当
時
に
読
ん
で
い
た
本
と
と
も
に

思
い
出
す
エ
ッ
セ
イ
集
だ
。
例
え
ば
大
デ
ュ
マ
の

『
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
』（
三
月
号
の
特
集
で
も
取

り
上
げ
た
の
で
ぜ
ひ
一
読
あ
れ
）
や
、
批
評
家
デ
ビ

ュ
ー
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
夏
目
漱
石
な
ど
、
時
代

も
国
籍
も
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
本
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
か
ら
、
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
本
も
気
に
な
る

本
も
、
両
方
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
本
を
口
実
に
語
ら
れ
る
彼
の
人
生
こ
そ
が

こ
の
本
の
読
み
ど
こ
ろ
な
の
だ
。
空
襲
で
の
ち
に
焼

け
て
し
ま
う
家
で
の
幼
年
期
、
鎌
倉
で
祖
父
と
結
ん

だ
年
齢
を
超
え
た
交
流
、
戦
後
の
殺
伐
と
し
た
東
京

で
の
、
病
と
戦
い
な
が
ら
の
青
年
期
。
戦
争
と
結
核

と
に
隣
り
合
わ
せ
で
成
長
し
た
彼
は
、
生
を
け
っ
し

て
自
明
視
し
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
は
、
読
ん
だ
本

も
、
幼
年
期
も
、
そ
の
感
覚
ま
で
も
を
定
着
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
。
春
の
宵
に
こ
の
本
を
紐
解
き
な
が
ら
、

僕
は
肌
が
ど
ん
ど
ん
鋭
敏
に
な
っ
て
ゆ
く
の
を
感
じ

た
。
空
気
の
微
か
な
流
れ
や
、
少
し
開
け
た
窓
か
ら

漂
う
新
芽
の
匂
い
。

　

物
狂
お
し
い
、
と
い
う
外
な
い
甘
美
な
読
書
。

　

そ
う
し
て
、
中
ほ
ど
で
次
の
一
節
に
出
会
う
―
―

「
だ
か
ら
、
本
と
い
う
も
の
は
、
思
い
出
を
さ
き
ど

り
す
る
も
の
だ
と
、
い
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
」。

僕
は
、
過
去
と
未
来
と
現
在
と
を
混
同
し
て
、
思
い

出
を
さ
き
ど
り
し
て
、
本
の
中
で
江
藤
淳
と
と
も
に

0

0

0

0

い
る

0

0

と
思
い
込
ん
だ
の
だ
っ
た
。�

（�

コ
ー
ク 

）

�

（
二
四
〇
頁　

税
込
九
二
四
円　

3
月
刊
）

て
突
然
カ
フ
ェ
ー
の
支
配
人
の
面
接
を
受
け
た
り
、

サ
ー
カ
ス
に
入
団
し
よ
う
と
し
た
り
。
好
色
と
称
し

様
々
な
女
性
と
関
係
し
た
一
方
で
、
五
年
間
想
い
合

っ
た
女
流
作
家
・
矢
田
津
世
子
と
は
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク

な
恋
愛
を
貫
き
、
結
婚
を
言
い
出
せ
ず
に
破
局
す
る
。

　

ま
る
で
茶
番
だ
、
と
安
吾
は
言
う
。
そ
の
馬
鹿
馬

鹿
し
さ
を
冷
た
く
見
放
し
な
が
ら
、
そ
う
せ
ざ
る
を

得
な
い
人
生
の
せ
つ
な
さ
、
悲
し
さ
に
深
く
心
を
寄

せ
る
。
人
間
の
矛
盾
を
あ
り
の
ま
ま
飲
み
込
み
肯
定

し
よ
う
と
す
る
安
吾
の
赤
裸
々
な
筆
致
は
、
読
者
の

忘
れ
た
い
青
春
の
思
い
出
を
も
笑
い
飛
ば
し
て
く
れ

る
こ
と
だ
ろ
う
。�

（�

投
稿
・
く
た
く
た 

）

�

（
二
八
八
頁　

税
込
七
四
八
円　

12
月
刊
）
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ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
歌

ル
・
ク
レ
ジ
オ
著

中
地
義
和
訳

作
品
社

　

記
憶
は
脆
弱
で
、
常

に
歪
め
ら
れ
る
。
あ
る

時
は
美
し
く
、
あ
る
時

は
忌
ま
わ
し
く
。

　

本
書
は
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
作
家
で
も
あ
る
、
フ
ラ

ン
ス
出
身
の
小
説
家
ル
・
ク
レ
ジ
オ
の
自
伝
的
エ
ッ

セ
イ
で
あ
る
。
表
題
に
も
な
っ
て
い
る
第
一
篇
で
は
、

筆
者
が
少
年
期
、
毎
年
夏
に
訪
れ
た
父
祖
の
地
ブ
ル

タ
ー
ニ
ュ
で
の
出
来
事
が
、
ま
た
第
二
篇
「
子
供
と

戦
争
」
で
は
大
戦
下
に
出
生
か
ら
の
五
年
間
を
過
ご

し
た
ニ
ー
ス
で
の
思
い
出
が
語
ら
れ
る
。

　

二
つ
の
作
品
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
過
去
や
記

憶
に
対
す
る
著
者
の
向
き
合
い
方
だ
。
第
一
篇
で
は

ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
美
し
い
風
景
や
出
来
事
が
少
年
期

の
記
憶
と
共
に
語
ら
れ
、
読
者
に
も
一
種
の
郷
愁
を

感
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
、「
郷
愁
は
名
誉
あ
る
感
情

で
は
な
い
（
中
略
）
現
在
こ
そ
が
唯
一
の
真
実
な
の

に
、
過
去
へ
と
意
識
を
向
け
る
の
だ
」。
都
市
化
に

よ
っ
て
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
農
村
、
そ
の
中
で
も
ブ

ル
ト
ン
人
と
し
て
の
矜
持
を
持
ち
生
き
る
人
々
。
郷

愁
に
よ
っ
て
現
在
あ
る
も
の
が
見
落
と
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
を
著
者
は
危
惧
し
て
い
る
。

　

第
二
篇
は
幼
年
期
の
話
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
著

者
は
い
っ
そ
う
記
憶
の
不
確
か
さ
に
敏
感
だ
。「
記

憶
と
い
う
も
の
は
脆
弱
な
組
織
で
、
容
易
に
断
裂
し

た
り
感
染
し
た
り
す
る
」。
祖
母
の
家
で
受
け
た
爆

撃
の
衝
撃
も
、
英
雄
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
少
年
の

爆
死
も
、
本
当
ら
し
く
思
わ
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
確

か
に
覚
え
て
い
る
の
は
「
体
の
真
ん
中
に
穿
た
れ
た

空
虚
」
の
よ
う
な
飢
餓
、
そ
し
て
「
顔
も
、
名
前
も
、

物
語
も
な
い
恐
怖
」。

　

ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
も
た
ら
す
神
秘
、
戦
争
の
粗
暴

さ
。
不
確
か
な
記
憶
の
中
で
も
決
し
て
消
え
な
い
感

覚
が
あ
る
。�

（�

荒
砥 

）

�

（
二
二
八
頁　

税
込
二
九
七
〇
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3
月
刊
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『
神
曲
』
作
者
で
イ

タ
リ
ア
文
学
の
父
に
し

て
客
死
し
た
政
治
家

…
…
。
一
三
世
紀
か
ら

一
四
世
紀
、
混
迷
の
コ
ム
ー
ネ
期
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を

生
き
た
ダ
ン
テ
・
ア
リ
ギ
エ
ー
リ
と
は
、
一
体
何
者

で
あ
っ
た
の
か
。

　

二
○
二
一
年
は
ダ
ン
テ
の
没
後
七
○
○
年
の
節
目

に
あ
た
り
、
改
め
て
こ
の
愛
さ
れ
か
つ
憎
ま
れ
る
詩

人
に
脚
光
を
当
て
る
様
々
な
企
画
が
立
っ
た
。
二
○

二
○
年
に
イ
タ
リ
ア
で
出
版
さ
れ
た
原
書
は
、
そ
う

し
た
一
連
の
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
、
第
一
線
に
立
つ

歴
史
学
者
で
あ
る
著
者
に
よ
る
評
伝
と
い
う
点
で
特

異
で
あ
る
。
訳
者
も
言
う
よ
う
に
、
と
も
す
れ
ば

「『
神
曲
』
読
解
の
た
め
の
注
釈
」
と
し
て
倒
錯
的
に

語
ら
れ
る
ダ
ン
テ
の
人
生
の
実
態
を
、
著
者
は
、
同

時
代
人
の
記
述
に
頼
る
の
み
な
ら
ず
、
公
証
文
書
な

ど
の
史
料
を
も
と
に
実
証
的
に
つ
ま
び
ら
か
に
し
て

ゆ
く
。
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
こ
の
人
物
の
多
面
的

な
顔
で
あ
る
。
騎
士
で
あ
り
、
恋
す
る
詩
人
で
あ
り
、

金
融
と
不
動
産
運
用
に
従
事
す
る
実
業
家
で
あ
り
、

外
交
使
節
で
あ
り
、「
中
間
的
」
平
民
政
権
の
政
治

家
、
そ
し
て
、「
他
人
の
パ
ン
」
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
亡
命
者
。
党
派
や
利
害
関
係
の
入
り
乱
れ
る
中

世
イ
タ
リ
ア
を
背
景
に
、
一
人
の
人
間
と
し
て
の
ダ

ン
テ
像
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

　

著
者
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
バ
ル
ベ
ー
ロ
は
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
、
各
種
講
演
にYouTube

な
ど
、
活
動

の
場
に
制
約
を
設
け
な
い
。
渉
猟
し
た
史
料
と
専
門

知
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
精
細
な
報
告
を
行
い
な
が
ら

も
、
歴
史
の
登
場
人
物
た
ち
の
生
の
声
を
聞
き
分
け
、

そ
の
活
劇
を
見
事
に
再
現
す
る
。
本
書
に
お
い
て
も
、

そ
ん
な
彼
の
語
り
口
を
余
す
こ
と
な
く
堪
能
で
き
る

こ
と
だ
ろ
う
。�

（�

投
稿
・
か
ら
ま
っ
こ 

）

�

（
三
○
○
頁　

税
込
三
二
○
○
円　

2
月
刊
）

ダ
ン
テ　

そ
の
生
涯

ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
バ
ル
ベ
ー
ロ
著

鈴
木
昭
裕
訳

亜
紀
書
房
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現
代
民
俗
学
入
門

島
村
恭
則
編

創
元
社

　

本
書
を
開
く
前
の
民

俗
学
の
イ
メ
ー
ジ
は
ひ

ど
く
古
め
か
し
い
も
の

だ
っ
た
。
遠
野
物
語
を

は
じ
め
と
す
る
よ
う
な
、
各
地
の
伝
承
、
昔
話
を
通

じ
て
人
々
の
ル
ー
ツ
を
探
る
、
そ
う
い
う
学
問
だ
と

思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
の
民
俗
学
は
思
わ
ず

そ
ん
な
も
の
ま
で
？

と
言
い
た
く
な
る
よ
う
な
対

象
ま
で
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
予
想
よ
り
ず
っ
と
射
程

の
広
い
学
問
だ
。
本
書
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
民
俗

学
と
は
、「
人
び
と
（
＝
民
）
に
つ
い
て
〈
俗
〉
の

視
点
で
研
究
す
る
学
問
」
だ
。

　

本
書
で
扱
う
テ
ー
マ
は
多
岐
に
渡
る
。
敷
居
と
境

界
、
お
代
わ
り
の
作
法
、
お
年
玉
、
火
葬
場
に
お
け

る
「
橋
渡
し
」、
都
市
伝
説
や
ネ
ッ
ト
ミ
ー
ム
ま
で
。

こ
う
し
た
身
近
な
〈
俗
〉
が
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
で

次
々
と
紹
介
さ
れ
る
。
イ
ラ
ス
ト
と
簡
潔
な
説
明
文

が
わ
か
り
や
す
く
、
本
格
的
な
参
考
文
献
も
載
っ
て

お
り
、
入
門
に
う
っ
て
つ
け
だ
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か

な
テ
ー
マ
の
中
に
は
興
味
を
引
く
も
の
が
き
っ
と
見

つ
か
る
だ
ろ
う
。
テ
ー
マ
を
複
数
見
比
べ
て
み
る
の

も
面
白
い
。
例
え
ば
、
お
年
玉
や
お
中
元
、
お
歳
暮

柳
宗
悦
の
視
線
革
命

も
う
一
つ
の
日
本
近
代
美
術
史
と 

民
芸
の
創
造

西
岡
文
彦
著　

東
京
大
学
出
版
会

　

柳
宗
悦
は
「
民
芸
」

と
い
う
新
し
い
美
の
か

た
ち
に
何
を
見
出
そ
う

と
し
た
の
か
―
―
著
者

は
そ
う
問
い
、
こ
う
答
え
る
。「
そ
れ
を
理
解
す
る

た
め
に
は
〔
…
…
〕
ロ
ダ
ン
を
思
わ
せ
る
白
亜
の
石

材
を
セ
ザ
ン
ヌ
の
よ
う
に
荒
削
り
な
タ
ッ
チ
で
刻
み
、

ゴ
ッ
ホ
あ
る
い
は
マ
テ
ィ
ス
を
思
わ
せ
る
奔
放
な
筆

致
で
絵
付
け
し
て
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
憧
れ
た
楽
園
か

ら
届
け
ら
れ
た
…
…
そ
ん
な
器
を
、
心
に
描
い
て
み

な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
。
こ
の
謎
め
い
た
一
節
を

読
む
と
、
思
わ
ず
こ
う
問
い
た
く
な
る
。
な
ぜ
「
民

芸
」
を
理
解
す
る
の
に
、
ポ
ス
ト
印
象
派
以
後
の
西

洋
の
芸
術
家
た
ち
を
持
ち
出
す
必
要
が
あ
る
の
か
と
。

本
書
を
読
め
ば
そ
の
理
由
は
わ
か
る
は
ず
だ
。

　

柳
宗
悦
と
聞
い
て
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
も
の
、
そ
れ

は
「
民
芸
」
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
民
芸
」
と
い
う
美

の
か
た
ち
を
発
見
す
る
以
前
に
も
、
柳
は
雑
誌
「
白

樺
」
の
同
人
と
し
て
、
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
て

い
た
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
賛
美
者
と
し
て
、
ロ
ダ
ン
、

セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ッ
ホ
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
マ
テ
ィ
ス
と

い
っ
た
当
時
の
革
命
的
な
芸
術
家
た
ち
を
日
本
に
紹

介
し
た
ほ
か
、
西
田
幾
多
郎
や
鈴
木
大
拙
ら
の
禅
の

思
想
を
組
み
込
ん
だ
美
術
批
評
を
展
開
し
た
り
、
神

秘
家
と
し
て
生
き
た
詩
人
画
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ

イ
ク
の
浩
瀚
な
評
伝
を
執
筆
し
た
り
と
、
柳
が
日
本

近
代
美
術
史
に
残
し
た
功
績
は
計
り
知
れ
な
い
。
本

書
は
と
く
に
こ
の
「
民
芸
以
前
」
の
柳
に
焦
点
を
当

て
、
そ
れ
が
い
か
に
「
民
芸
」
に
結
実
す
る
か
を
描

い
た
も
の
だ
。「
民
芸
の
父
・
柳
宗
悦
」
は
い
か
に

し
て
生
ま
れ
た
の
か
、
本
書
は
そ
れ
を
解
き
明
か
す
。

　
「
柳
＝
民
芸
」
と
い
う
図
式
は
、
柳
の
思
想
の
豊

か
さ
を
覆
い
隠
し
て
し
ま
う
。
そ
の
覆
い
を
剥
が
す

た
め
に
も
、
ま
ず
は
本
書
を
一
読
し
た
い
。（�

ぱ
や 

）

�

（
四
一
六
頁　

税
込
四
九
五
〇
円　

1
月
刊
）

と
い
っ
た
儀
礼
の
背
景
に
は
、
魂
の
つ
な
が
り
を
意

識
し
た
共
通
構
造
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
霊
魂
信

仰
に
基
づ
く
世
界
観
は
幅
広
く
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。
い
つ
影
響
力
を
失
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
複
数
の

テ
ー
マ
を
比
較
し
て
、
自
分
な
り
の
考
え
が
自
然
と

湧
い
て
く
る
の
も
、
多
彩
な
テ
ー
マ
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰

め
込
ま
れ
た
本
書
な
ら
で
は
の
読
書
体
験
だ
ろ
う
。

　

本
書
を
読
み
終
え
る
と
、
普
段
の
景
色
が
変
わ
っ

て
見
え
る
。
日
常
の
背
後
に
面
白
い
も
の
が
隠
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
し
ま
う
。
我
々
の

日
常
に
は
、
取
り
こ
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
好
奇
心
の
種

が
転
が
っ
て
い
る
の
だ
。�

（�

筏 

）

�

（
一
五
二
頁　

税
込
一
九
八
〇
円　

3
月
刊
）
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ブ
ッ
ダ
と
い
う
男

―
初
期
仏
典
を
読
み
と
く

清
水
俊
史
著　

ち
く
ま
新
書

嫉
妬
論

民
主
社
会
に
渦
巻
く
情
念
を
解
剖
す
る

山
本
圭
著　

光
文
社
新
書

正
義
と
は
何
か

森
村
進
著

講
談
社
現
代
新
書

　
「
嫉
妬
」
は
醜
い
。
し
か
も
こ
の
厄
介
者
は
ど
こ
に

で
も
つ
き
ま
う
。
本
書
は
、
こ
の
人
間
の
ド
ロ
ド
ロ

し
た
感
情
「
嫉
妬
」
を
思
想
史
と
政
治
史
の
観
点
か

ら
考
察
す
る
。
巷
に
溢
れ
る
自
己
啓
発
本
と
は
異
な

り
、
社
会
シ
ス
テ
ム
を
裏
で
動
か
す
も
の
と
し
て
嫉

妬
を
見
つ
め
直
し
、
そ
れ
を
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、

共
に
生
き
て
い
く

0

0

0

0

0

0

0

た
め
の
道
を
著
者
は
模
索
す
る
。

　

共
生
は
簡
単
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
嫉
妬
が
自
身

と
か
け
離
れ
た
人
間
に
で
は
な
く
、
比
較
可
能
な
人

間
に
対
し
生
ま
れ
る
感
情
で
あ
る
以
上
、
人
々
を
同

じ
地
平
に
立
た
せ
る
「
平
等
」
の
理
念
は
嫉
妬
と
す

こ
ぶ
る
相
性
が
悪
い
。
同
じ
0

0

で
あ
る
こ
と
は
不
本
意

に
も
妬
み
を
増
大
さ
せ
る
。
こ
の
点
で
、「
平
等
」

を
掲
げ
る
民
主
主
義
も
ま
た
嫉
妬
を
掻
き
立
て
、
そ

の
嫉
妬
に
蝕
ま
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。

　
「
消
費
」「
徴
税
」「
人レ

イ

シ

ズ

ム

種
差
別
」「
格
差
」
―
―
日

常
的
な
営
み
か
ら
喫
緊
の
問
題
に
至
る
ま
で
、
そ
の

背
後
に
「
嫉
妬
」
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
に
我
々
は
気

づ
い
て
い
な
い
。
醜
く
も
「
最
も
人
間
ら
し
い
感

情
」。
そ
ん
な
嫉
妬
に
あ
る
種
の
「
愛
着
」
を
抱
き

な
が
ら
、
社
会
が
こ
の
感
情
に
向
き
合
う
方
策
を
探

求
す
る
著
者
の
熱
量
を
感
じ
て
ほ
し
い
。（�
は
ら
ん 

）
�

（
二
五
六
頁　

税
込
九
四
六
円　

2
月
刊
）

　

一
九
世
紀
か
ら
、
批
判
的
に
仏
典
を
読
み
「
歴
史

の
ブ
ッ
ダ
」
を
復
元
す
る
試
み
、
仏
教
学
が
始
ま
っ

た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
試
み
は
批
判
的
で
あ
っ
て

も
客
観
的
で
は
な
か
っ
た
と
著
者
は
指
摘
す
る
。

　

仏
教
学
の
定
説
で
は
次
の
よ
う
な
解
釈
が
あ
る
。

ブ
ッ
ダ
は
平
和
主
義
者
で
あ
り
男
女
平
等
を
主
張
し
、

階
級
者
別
を
否
定
し
た
。
こ
れ
ら
の
言
説
は
非
常
に

も
っ
と
も
ら
し
く
思
え
る
。
し
か
し
、
ブ
ッ
ダ
は
二

五
○
○
年
前
に
生
き
た
イ
ン
ド
人
で
あ
っ
た
と
い
う

事
実
が
疎
か
に
さ
れ
て
お
り
、
現
代
人
で
あ
る
研
究

者
の
願
望
を
語
ら
せ
て
し
ま
っ
た
結
果
に
過
ぎ
な
い
。

本
書
は
初
期
仏
典
と
当
時
の
イ
ン
ド
の
価
値
観
を
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
ブ
ッ
ダ
像
を
再
構
築
し
、
さ
ら

に
は
現
代
的
な
願
望
を
投
影
す
る
こ
と
な
く
、
バ
ラ

モ
ン
教
や
沙
門
宗
教
と
の
対
比
に
よ
っ
て
、
ブ
ッ
ダ

の
先
駆
性
を
歴
史
的
文
脈
に
位
置
付
け
て
い
る
。

　

本
書
は
従
来
の
通
説
を
批
判
し
て
お
り
、
強
烈
な

印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
人
々
の
願
望
が
投
影
さ

れ
た
ブ
ッ
ダ
像
の
重
要
性
を
重
く
受
け
止
め
て
お
り
、

著
者
の
冷
静
な
視
座
が
伺
え
る
。
参
考
文
献
も
充
実

し
て
お
り
、
仏
教
入
門
書
と
し
て
こ
れ
以
上
の
も
の

は
な
い
だ
ろ
う
。�

（�

筏 

）

�

（
二
二
四
頁　

税
込
九
六
八
円　

12
月
刊
）

　

正
義
を
論
じ
た
本
は
難
し
い
…
…
と
い
う
評
者
の

先
入
観
を
覆
し
て
く
れ
た
の
が
本
書
だ
。

　

神
島
裕
子
に
よ
る
同
タ
イ
ト
ル
の
書
（
中
公
新

書
）
が
ロ
ー
ル
ズ
以
降
の
現
代
政
治
哲
学
に
照
準
す

る
の
に
対
し
、
本
書
の
特
徴
は
そ
の
歴
史
的
射
程
の

広
さ
に
あ
る
。
プ
ラ
ト
ン
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
始

ま
り
、
ホ
ッ
ブ
ズ
、
カ
ン
ト
、
ベ
ン
サ
ム
を
経
由
し

て
ロ
ー
ル
ズ
ま
で
…
…
計
九
つ
の
思
想
を
簡
潔
か
つ

明
朗
に
辿
り
ゆ
く
本
書
は
、
思
想
周
遊
記
さ
な
が
ら
。

　

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
欲
張
り
な
構
成
で
あ
る
の
に
、

総
覧
的
な
味
気
な
さ
物
足
り
な
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

個
人
の
自
由
を
重
視
す
る
筆
者
の
一
貫
し
た
ス
タ
ン

ス
と
切
れ
味
の
良
い
解
説
が
、
二
千
年
超
の
思
想
を

一
本
の
綺
麗
な
糸
に
撚よ

り
あ
げ
、
よ
き
導
き
手
と
な

っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
（
例
え
ば
政
治
的
正
義
を
論

じ
た
ロ
ー
ル
ズ
に
は
、
か
な
り
手
厳
し
い
批
判
が
加

え
ら
れ
て
い
る
）。
こ
の
労
作
を
手
軽
に
読
め
る
環

境
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
を
し
た
い
。

　

あ
る
正
義
と
別
の
正
義
が
衝
突
し
、
多
く
の
血
が

流
れ
る
現
在
―
―
人
類
は
悲
劇
を
繰
り
返
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
歴
史
が
積
み
重
ね
て
き
た
思
想
の
厚
み
に

学
ぶ
べ
き
こ
と
は
多
い
は
ず
だ
。�

（�

浅
煎
り 

）

�

（
二
五
六
頁　

税
込
一
〇
七
八
円　

1
月
刊
）

新書コーナー新書コーナー
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私の本棚

高
野
秀
行
が
見
た
世
界
―
―
メ
シ
・
退
避
勧
告
地
域
・
語
学
―
―

　

高
野
秀
行
。
辺
境
探
検
を
テ
ー
マ
に
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
描
く
作
家

…
…
な
の
か
？　

い
や
、
作
家
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、

実
際
に
経
験
し
な
け
れ
ば
書
く
こ
と
の
で
き
な
い
作
品
を
執
筆
す
る
、
と
い
う

こ
と
は
、
辺
境
探
検
家
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
加
え
て
、
二
十
五
を
超
え

る
言
語
を
操
る
こ
と
の
で
き
る
、
言
語
ヲ
タ
ク
と
し
て
の
一
面
も
持
つ
。
そ
ん

な
多
く
の
顔
を
持
つ
高
野
氏
が
今
ま
で
見
て
き
た
世
界
を
覗
き
見
る
。

　
◆
「
辺
境
」
っ
て
な
ん
だ
？

◆

　

著
者
の
紹
介
文
や
『�

辺
境
メ
シ 
』
と
い
う
作
品
の
タ
イ
ト
ル
で
も
記
さ
れ
て

い
る
辺
境
。
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
何
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
。
広
大
な

沙
漠
や
自
然
豊
か
な
森
な
ど
、
人
の
い
な
い
辺
鄙
な
場
所
…
…
。
し
か
し
、
著

者
の
見
た
光
景
に
は
必
ず
人
が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
辺
境
と
言
わ
れ
る
場
所

に
も
人
が
住
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
場
に
食
文
化
も
発
達
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
本
書
の
初
め
に
収

録
さ
れ
て
い
る
数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
カ
ラ
ー
写
真
に
は
、
多
く
の
人
と
食
べ
物

が
写
っ
て
い
る
お
い
し
そ
う
だ
と
感
じ
る
も
の
か
ら
「
ヤ
バ
い
」
も
の
ま
で
、

日
本
を
含
め
た
世
界
各
国
で
著
者
が
口
に
し
た
食
事
を
と
く
と
ご
堪
能
あ
れ
！

　

ま
た
、
筆
者
が
訪
れ
た
国
の
一
つ
で
あ
る
ソ
マ
リ
ア
も
、
辺
境
と
呼
ば
れ
る

地
域
の
一
つ
で
あ
る
。『�

恋
す
る
ソ
マ
リ
ア 

』

で
は
、
ソ
マ
リ
ラ
ン
ド
―
―
多
く
の
人
が
居

住
し
て
い
る
が
、
世
界
中
の
ほ
と
ん
ど
の
人

が
そ
の
内
情
や
生
活
を
知
ら
な
い
土
地
―
―

の
人
々
の
生
活
が
題
材
と
な
っ
て
い
る
。
外

務
省
の
指
標
で
は
警
戒
レ
ベ
ル
が
最
大
で
あ

る
こ
の
地
域
に
お
い
て
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
は
ど
の
よ
う
な
文
化
を
持
ち
、

何
に
笑
い
、
何
を
食
べ
、
ど
の
よ
う
に
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
の
か
。
連
日
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
暗
殺
や
戦
闘
地
域
の
通
過
な
ど
、
危
険
と
隣
合
わ
せ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
も
ち
ろ
ん
多
い
。
し
か
し
、
ソ
マ
リ
ラ
ン
ド
で
生
き
る
人
々
の
生
活

や
感
性
、
考
え
方
に
つ
い
て
、
そ
の
当
時
の
社
会
状
況
と
と
も
に
知
識
と
し
て

身
に
着
け
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
所
謂
「
辺
境
」
に
生
き
る
人
々
の
生

活
と
感
性
に
焦
点
を
当
て
た
、
筆
者
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
。

　
◆
こ
れ
ま
で
の
旅
を
「
言
語
」
と
い
う
観
点
で
見
た
著
書
◆

　

最
後
に
、『�

語
学
の
天
才
ま
で
1
億
光
年 

』

を
紹
介
す
る
。
本
書
で
は
、
著
者
自
ら
が
今

ま
で
経
験
し
て
き
た
旅
を
「
語
学
」
と
い
う

観
点
で
ま
と
め
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
の
「
語
学
」
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

二
五
も
の
言
語
の
習
得
方
法
と
そ
の
動
機
な

ど
が
、
筆
者
が
訪
れ
た
地
域
ご
と
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
言
語
を
学
び

た
い
と
考
え
る
人
に
は
参
考
に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
、
実
践
に
特

化
し
た
話
が
並
ん
で
い
る
。
加
え
て
、
マ
イ
ナ
ー
言
語
を
習
得
し
た
か
ら
こ
そ

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
中
々
知
る
機
会
が
な
い
話
も
多
く
登
場
す
る
。
こ
の
よ
う

に
様
々
な
地
域
の
話
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
描
か
れ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
著

者
の
ど
の
本
に
対
応
し
て
い
る
の
か
明
記
し
て
あ
る
点
は
、
高
野
秀
行
初
心
者

に
も
お
す
す
め
し
た
い
。

　

辺
境
を
探
検
す
る
こ
と
へ
の
著
者
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
が
人
と
の
縁
を
つ
な
ぐ
こ

と
に
よ
り
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
く
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。
高
野
秀
行
氏
の
見
て

き
た
世
界
を
垣
間
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
は
溢
れ
出
て
く
る
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。�

（�

プ
ラ
チ 

）
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私の本棚

一
〇
〇
年
前
の
世
界
で
―
―
二
人
の
大
作
家

　

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
年
前
―
―
日
本
で
は
、
関
東
大
震
災
か
ら
の
復
興

が
進
む
こ
ろ
―
―
、
二
人
の
大
作
家
が
こ
の
世
を
去
っ
た
。
ジ
ョ
セ
フ
・
コ
ン

ラ
ッ
ド
と
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
。
耳
慣
れ
な
い
名
前
だ
ろ
う
か
？

　

ジ
ョ
セ
フ
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
は
ロ
シ
ア
帝
政
支
配
下
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
生
ま
れ

た
。
し
か
し
彼
は
母
国
を
飛
び
出
し
て
フ
ラ
ン
ス
で
船
員
と
な
り
、
さ
ら
に
イ

ギ
リ
ス
の
市
民
権
を
得
て
、
つ
い
に
英
語
作
家
に
ま
で
な
っ
た
、
異
色
の
経
歴

の
持
ち
主
だ
。
彼
の
代
表
作
が
こ
の
『�

闇
の
奥 

』
で
あ
る
。

　

主
人
公
兼
語
り
手
の
マ
ー
ロ
ウ
は
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
ア
フ
リ
カ
の
奥
地
、

そ
の
ま
た
奥
地
―
―
闇
の
奥
―
―
に
い
る
謎
の
人
物
、
ク
ル
ツ
の
噂
を
耳
に
す

る
。
そ
の
噂
に
取
り
憑
か
れ
た
彼
は
、
密
林
を
縫
っ
て
流
れ
る
川
を
遡
り
、
ク

ル
ツ
と
対
面
し
よ
う
と
す
る
が
…
…
と
い
う
物
語
が
、
印
象
主
義
の
文
体
で
描

き
出
さ
れ
る
と
、
文
字
は
も
う
文
字
で
な
く
な
り
、
現
実
は
現
実
の
ま
ま
悪
夢

に
な
る
。
二
十
世
紀
文
学
を
変
え
た
一
冊
だ
。
ご
賞
味
あ
れ
。

　

お
次
は
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
。
彼
は
文
学
の
歴
史
に
お
い
て
今
日
で
は

忘
れ
去
ら
れ
か
け
て
い
る
巨
匠
だ
。
彼
の
初
め
て
の
作
品
集
、『�
ジ
ョ
カ
ス
ト

と
や
せ
猫 

』
を
、
さ
ら
に
い
う
な
ら
こ
の
後
者
、「
や
せ
猫
」
を
見
て
み
よ
う
。

舞
台
は
世
紀
末
の
雰
囲
気
漂
う
パ
リ
。
そ
ん
な
花
の
都
に
、
大
学
に
入
る
た
め

に
ハ
イ
チ
か
ら
一
人
の
青
年
、
レ
ミ
が
や
っ
て
く
る
。
大
臣
で
あ
る
彼
の
父
が

息
子
の
た
め
に
選
ん
だ
家
庭
教
師
兼
教
育
係
は
ゴ
デ
＝ラ
テ
ラ
ス
氏
、（
不
運
に

も
）
万
人
が
認
め
る
と
こ
ろ
の
ぐ
う
た
ら
文
士
で
あ
る
。

　

さ
て
、
そ
ん
な
前
途
不
安
な
二
人
は
早
速
、
場
末
の
カ
フ
ェ
「
や
せ
猫
」
に

入
り
び
た
る
。
そ
こ
に
集
う
は
に
せ
0

0

彫
刻
家
、
変
人
哲
学
者
、
い
ん
ち
き
詩
人
、

よ
う
す
る
に
ゴ
デ
氏
の
同
類
で
あ
る
。
人
生
の
よ
き
師
を
得
た
と
い
わ
ん
ば
か

り
に
、
レ
ミ
は
勉
学
な
ど
忘
れ
て
画
を
描
い
た
り
恋
を
し
た
り
。
つ
ま
り
青
春

で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
ん
な
レ
ミ
と
て
、
た
だ
能
天
気
な
だ
け
の
ぼ
ん
ぼ
ん
で
は
な
い
。

ハ
イ
チ
の
不
安
定
な
政
情
の
も
と
暴
力
、
歴
史
の
暴
力
に
晒
さ
れ
て
幼
少
期
を

過
ご
し
た
心
の
傷
は
、
表
立
っ
て
現
れ
ず
と
も
彼
に
つ
い
て
回
る
。
そ
の
よ
う

な
悲
し
み
を
、
ミ
ラ
ン
・
ク
ン
デ
ラ
は
エ
ッ
セ
イ
集
『�

邂
逅 

』
の
中
で
「
ご
く

ご
く
軽
い
、
悲
し
み
の
ヴ
ェ
ー
ル
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
Ａ
・
フ
ラ

ン
ス
の
他
の
作
品
を
評
し
た
一
節
の
中
の
言
葉
だ
が
、
彼
の
作
品
を
読
む
者
は
、

こ
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
い
た
る
所
に
見
出
す
だ
ろ
う
。

　

ク
ン
デ
ラ
自
身
、
チ
ェ
コ
の
動
乱
を
目
に
し
、
フ
ラ
ン
ス
へ
と
亡
命
し
た
の

だ
か
ら
、
歴
史
の
暴
力
に
こ
と
の
ほ
か
敏
感
な
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
し
か

し
彼
は
あ
く
ま
で
そ
れ
を
「
軽
さ
」、「
ユ
ー
モ
ア
」
に
よ
っ
て
生
き
る
こ
と
を

支
持
す
る
。「
な
か
ば
義
務
的
な
悲
壮
感
」
の
奥
に
潜
む
「
真
面
目
さ
の
砂
漠

0

0

0

0

0

0

0

、

ユ
ー
モ
ア
の
な
い
砂
漠

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
こ
そ
が
最
も
恐
ろ
し
い
。
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
を
歴
史
の

闇
に
葬
り
去
り
た
が
っ
た
の
も
ま
さ
に
こ
の
砂
漠
で
あ
っ
た
と
い
う
皮
肉
な
経

緯
も
ま
た
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
か
ら
感
得
し
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
の
再
評
価
を
も
く
ろ
む
こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
中
頃
に

ほ
ん
の
一
瞬
、
突
然
コ
ン
ラ
ッ
ド
の
名
前
が
表
れ
る
。
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ

ム
の
末
子
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
と
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
始
祖
コ
ン
ラ
ッ
ド
が
ど
う
し
て

同
じ
頁
の
上
に
、
と
戸
惑
い
な
が
ら
本
を
閉
じ
、
書
名
を
見
て
僕
は
驚
く
。
ま

さ
に
こ
れ
こ
そ
が
『
邂
逅
』
じ
ゃ
な
い
か
。
交
流
は
な
か
っ
た
が
同
じ
年
に
世

を
去
っ
た
二
人
、
し
か
し
没
後
の
運
命
が
明
暗
は
っ
き
り
と
別
れ
て
し
ま
っ
た

二
人
が
、
こ
こ
に
こ
う
し
て
出
会
っ
て
い
る
！　

こ
の
本
を
手
に
取
っ
た
偶
然

に
感
謝
し
な
が
ら
、
次
な
る
邂
逅
を
心
待
ち
に
し
て
、
僕
は
眼
前
の
本
の
山
か

ら
新
し
い
一
冊
を
そ
っ
と
抜
き
出
し
て
ま
た
頁
を
捲
る
の
だ
っ
た
。（�

コ
ー
ク 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
「
千
円
以
下
で
買
え
る
面
白
本
」
特
集
的
な
も
の

を
し
て
ほ
し
い
で
す
！　

ケ
チ
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
…
…
。�

（�

農
学
部
・
レ
ヂ
デ
ン
ト 

）

―
―
「
京
都
三
大
古
本
ま
つ
り
」
を
す
べ
て
訪
れ
た

レ
ヂ
デ
ン
ト
さ
ん
な
ら
わ
か
っ
て
く
だ
さ
る
と
思
う

の
で
す
が
、
僕
は
古
本
屋
さ
ん
の
店
頭
に
あ
る
均
一

台
が
大
好
き
で
す
。
あ
そ
こ
か
ら
い
い
本
を
百
円
で

ゲ
ッ
ト
で
き
た
と
き
の
快
楽
は
か
な
り
の
も
の
で
す
。

本
誌
で
は
基
本
的
に
古
本
を
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
す
が
、
願
わ
く
ば
い
つ
か
「
百
円
以
下
で
買
え

る
面
白
本
」
特
集
も
や
り
た
い
で
す
（
完
全
に
個
人

的
な
趣
味
で
す
が
…
…
）。「
千
円
以
下
で
買
え
る
面

白
本
」
特
集
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

○
入
学
し
て
か
ら
九
年
間
、
ず
っ
と
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
講
義
や
研
究
の
あ
い
ま
に
読
ん
で
は
、
そ

の
度
に
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
り
、
い
や
さ
れ
た
り

…
…
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
つ
い
に
卒
業

で
す
。
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
読
み
に
き
ま
す
。

�

（�

農
学
研
究
科
・︵
*
・
・
*
︶ ）

―
―
こ
ち
ら
こ
そ
、
九
年
間
も
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
（
現
編
集
委
員
の
誰
よ
り
も
『
綴
葉
』

歴
が
長
い
で
す
ね
…
…
！
）。
こ
れ
か
ら
も
本
誌
は
続

い
て
い
く
の
で
、
ぜ
ひ
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
ご
意

見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
！
（�

ぱ
や 

）

　昨年度の 1・2 月号から編集委員となりま
した、コークです。大学に入った時は――気
づけばもう随分前ですが――工学部に居たの
に、紆余曲折を経て現在は大学院で文学を研
究しています。日本の工業の未来を支える人
材になるはずが、ここでいま、こうして編集
後記を書かせていただくこととなった運命の
奇妙さに首を傾げています。
　よく考えると、あれもこれも、学部生の時
に読んだある小説が原因なのでした。つまり、
本のせいです。そんな僕の書く書評はおそら
く、本、文学、に対する愛憎が激しく渦巻い
ているものになるでしょう（むろん、研究し
ているくらいですから愛の方がずいぶん多め
ですが）。
　よって、思い込みやパッションによって偏
った文章を書いてしまうこともあるかもしれ
ませんが、そこをどうか温かい目で見守って
いただければ、と思いますし、心のどこかで
はそういう暑苦しさを、ひそかに誇りにして
いる部分もあるのかもしれないな、と思った
りもします。重ね重ね、これからもどうぞ、
よろしくお願いします。
　さて、積ん読の山をなんとかしなくてはな
らないので僕はこのあたりで失礼します。で
はまた、来月会いましょう。� （�コーク ）

当てよう！図書カード編集後記
　農学部の近くに「しんしんしん」という私
の好きな深夜喫茶がありますが、最近三条木
屋町に姉妹店を出されました。さて、「しん
しんしん」という名前は伝説のバンド、はっ
ぴいえんどの曲名にちなんでいるそう。果た
してこの曲の作詞をしたのは誰でしょうか？
　1．大瀧詠一　　2．細野晴臣
　3．鈴木茂　　　4．松本隆
� （�浅煎り ）

《応募方法》 答えを書いた読者カードを、�
生協のひとことポストに投函してください。
下記QRコードのリンク先（https://forms.gle/�
evEccphotDZiZURY7）から応募することも�
可能です。正解者の中から 5名の
方に図書カードを進呈いたします。
応募締め切りは 6月 15 日です。

《1・2月号の解答》 1・2 月号の問題の正解
は、2．の毒でした。「贈り物」であると同時
に「毒」でもある“Gift”。なんだか文学的
（？）な言葉ですね。でもやっぱり毒はイヤ
です。図書カードの当選者は、ムニエルさん、
タタンさん、青でんぶさん、けんけんさん、
よっしーさんの 5名です。当選おめでとうご
ざいます！� （�ぱや ）


